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日本工学アカデミーの使命

社団法人日本工学アカデミーは、広く学界、産業界及び国の機関等において、工学及び科学

技術並びにこれらと密接に関連する分野に関し、顕著な貢献をなし、広範な識見を有する指導

的人材によって構成されており、工学及び科学技術全般の進歩及びこれらと社会との関係の維

持向上を図るため、下記の諸活動を通じて、我が国ひいては世界の発展に資することを目的と

する。

記

1 )国内外の工学・科学技術政策、教育等に関する調査研究、提言活動を積極的に行う。

2)国内外における学際・業際的及び新技術領域の活動を推進することに資する調査研究等の

諸活動を積極的に行う。

3)国内外の工学、科学技術の健全な進歩発展に寄与するための教育活動、及び一般に対する

普及、啓発活動を推進する。

4 )上記の諸活動を効果的に実施するため、国内外の諸団体、特に海外の工学アカデミーとの

連携を強化し、共同事業等を推進する。

5 )上記の一環として国際工学アカデミ一連合の主要メンバーの一員として、特に近隣諸国に

おける工学アカデミーの設立に対して、良きアドバイザーとしての責務を果たす。

2000年7月19日理事会

局、
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**********************女合会合会合***********会合会*******************女合会会合*********

本資料に収めた第 157---159回談話サロンは、財団法人新技術振興渡辺記念会の平

成 19年度科学技術調査研究助成金を得て行った「イノベーション実現のための科学

技術産業化の総合政策と手法研究J調査研究の一環として、諸外国のイノベーション

政策について知見を得る目的で 2008年に開催したものである。

本資料は同財団に提出した調査研究報告書の関連部分を抜粋したもので、このほど

同財団の許諾を得、また各国大使館の了解も得て、 EAJInformationとして刊行する

運びとなった。

*************会**************合*合*********合女合*************会**台*会合************
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「スウェーデ、ンのイノベーションシステム」

~その歴史と傾向~

アンダーシュ・カールソン博士

スウェーデ‘ン大使館科学技術部

2008年8月8日於スウェーデン大使館

オーデトリウム

はじめに

欧州のイノベーションは、国家戦略として積極的な推進を行なっている。その中でも

未来社会を創造しようとするスウェーデンのイノベーションシステムについて、聞く機会

を得た。

先ず、スウェーデ、ン大使館内には、大使館、科学技術部、投資部、商務部の4組織があり、

協力し合っている。

科学技術によるイノベーションこそ、未来社会を建設するためのキーであると認識してい

る。

スウェーデ、ンの概要として、人口は9百万人、研究開発費の 75%は民聞からの拠出

約 20社で全研究開発の 60%以上を占め、殆どの公的研究開発は大学で行われている。

また現在、経済は安定しており、信頼度も高く、教育が行渡っている上、世界最小の男女

格差とも言える。

スウェーデンの主要課題は3つである。

国際競争力のある研究開発環境、並びにイノベーション環境の創造

知識集約型産業における雇用創出

知の商業化(大学での研究は、大学内に留まらせず、事業化の努力がなされている。)

1. スカンジナピアの優等生、スウェーデ、ン:

スウェーデ、ンはヨーロッパのスターパフオーマーで、あり、経済成長率では EU15ヶ国を

F 凌ぎ、ビジネス収益は高水準にあり、 20 0 8/2 0 0 9年見通しも比較的堅調である。

またスウェーデ、ンはインタナショナルであり、グ、ローパル企業がある。彼らは比較的古

い企業であるが、改革に向け経営されている。 Volvo，ABB， Ericsson， lKEA， AstraZeneca 

などのグ、ローパル企業に加え、 Skype(eBayに買収)やレーザーシステムの有力メーカ

ーである Mieronic、CodingTechnologiesなどの新興企業もある。

国際競争力指標では、スウェーデ、ンは米国、スイス、デンマークに次ぎ4位であり、イ

ノベーション指標では、スウェーデンはフィンランドに次いで世界第2位となている。

IT整備指標では、スウェーデ、ンはデンマークに次いで世界第2位に位置し、製造業にお

ける生産性の成長については、韓国とスウェーデ、ンが世界のリーダーである。

何故スカンジナピアが進んでいるのか?といえば、一つには、長期にEり安定した民主

主義があること、二つには、世界大戦に直接参戦せず、産業が存続したことなどがある。

スウェーデ、ンの秘密と言えるものは、スウェーデンには熟練労働力があり、良い教育も

ある。そして若い人達も英語を話す。エリクソンでは英語が社内公用語になっている。
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ある。そして若い人達も英語を話す。エリクソンでは英語が社内公用語になっている。

修士号レベルでは、全員が英語を話す。圏内市場が小さいため、スウェーデ、ンはグロー

パルに考えねばならず、これも重要な点である。輸出比率は日本では 10%くらいであ

ろうが、スウェーデ、ンでは50%で、日本の圏内市場が如何に大きいかが分かるだろう。

産学官連携もスウェーデ、ンで、は非常にうまく進んでいる。

2.スウェーデ、ンとイノベーションシステム:

スウェーデ、ンでのイノベーションの生みの親は、フリードリッヒ・リスト博士である。

彼の言葉を引用すると国民と企業と研究機関の聞の技術と情報の流れが、イノベーション

プロセスのキーである。

GDPに占める研究開発費ではスウェーデンが世界最大で、あるに拘らず、アウトプット

が期待された程ではない。これをスウェーデンパラドックスと呼んで、いる。研究開発か

ら投資へ、そしてイノベーションへと進む、即ち、大学から起業家へ、そしてイノベー

ション、更に GDPへと発展していく筈であるが、他の要因もあるものの、スウェーデ

ンでは起業家の部分がうまく機能していないのであろう。日本も同じかも知れないが、

ここが今後のイノベーションチャレンジと言える。

昨年のニューズウィーク誌に何故 I-Podが日本から生まれなかったのかとの記事

が掲載されたが、そこに興味深いことが書かれであったo つまりアップルのスティープ

ジョブズが言うには、イノベーションは、どのくらいの研究開発費を持っているかとは

関係ない。アップルがマックを売り出した時、 IBMは少なくともアップルの 100倍

もの研究開発費を投入していた。イノベ}ションはお金ではない。イノベーションは人

であり、理解カなのである。一方、オラクルのラリーエリソンは、イノベーションを起

こす時、周囲の人達から、お前は馬鹿だと言われるので、その覚悟をしておかねばなら

ないと言っているo

へ

・ イノベーションは誰もやったことがない斬新な創造的なアイデイアであり、リスクテー へ
キングが必要である。そのため、リスクテークのシステムとリターン/見返りのシステム

が必要である。米国の成功の理由のひとつは、米国ではこれらのシステムが出来ている

点にある。別の理由は、米国では起業家への投資がなされていることである。

最も長い間スウェーデ、ンの首相であったエルランダーは、スウェーデ、ンがいかにして繁

栄するかを考え、科学技術においてスウェーデ、ンは他国に遅れてはならないと言ったo

彼は、「自然科学、医学そして技術の分野において、とてつもないことが起こっているo

今，聞かれた世界において、人類は貧困に終止符を打つ闘いをリードするチャンスを得た

と、我々信じる。これに似かよった時代と言えば、ガリレオやニュートンの頃にまで遡

らねばならない。スウェーデンは遅れをとってはならない。Jと言っている

1938年から 1974年にかけて、スウェーデ、ンには協調的な労使関係があった、ま

た政策目標についても、強固な産官協力があったo

エリクソンは移動体通信において、GSM、WCDMA共に世界の40%シェアを誇るが、



~ 

移動体通信での成功は、早い段階で NMT標準につき協力を進めたことによるところが

大きい。政府も先見性があったし、資金支援も戦略的リサーチ支援も行った。産学官連

携もうまく推進された。

スウェーデ、ンにおけるイノベーション関連の主な経緯は以下である ;2001年一基礎

研究分野でVRを設立、イノベーションシステム分野でVINNOVA(イノベーション庁)

を設立、 2004年“InnovativeSweden-A StrategyあrGrowth through Renewal" 

を立ち上げ、 2005年-Researchfor better lifeの研究開発計画を策定、 2008年

一 11月には新しい研究開発計画策定予定である。

スウェーデ、ンの研究開発システムは、民間のリサーチ、及び政府資金による公的リサー

チから成っており、中間的なものはあまりない。 VINNOVAは主要な政府研究開発資金

拠出機関である。産学連携が推進されている。

スウェーデ、ンの研究開発費;GDP比の政府研究開発費については、 2005年度、ス

ウェーデ、ンは世界第2位で、 1%レベルであるが、フィンランドの方がやや高い。尚、

スウェーデ、ンで、はジェット戦闘機を含め、軍事関連の研究開発費が大きい。資金提供先

は大学と政府系リサーチセンターが中心となる。

政策策定プロセスの特徴としては、省組織が薄く、また準独立政府機関が多い。ぱらぱ

らな政策調整システムになっているが一方ぱらぱらでなければコントロールが行き

過ぎることになる。少数のステークホールダーの影響力が大。評価文化が未熟で、

例えば、評価が間違っていると指摘しながら、正さないと言う事態が起こる。

輸出に占めるハイテク比率において、スウェーデ、ンは米国や日本に近く位置するように

見えるが、スウェーデンがハイテク固と言えるか疑問である。

スウェーデ、ンは28人のノーベル賞受賞者を輩出しているが、近年減少傾向で、若い世

代が自然科学や工学を勉強したがらず、問題である。 ITスコアカードの場合、比較競

争力も、研究開発システムも、 ITへの取り組み姿勢も、 ITシステムやプロセスも全て

F 優良であるが、問題は自然科学とエンジニアリング分野である。若者の理工離れは世界

中で見られる現象であるが、スウェーデ、ンで、は長期的な研究・リサーチのためのインセ

ンテイブがないことも原因である。エンジニアリングヒーローも必要である。産業界と

協力して政府は、理工分野のためのキャンベーンを行わねばならない。

新規企業を立ち上げることは非スウェーデ、ン的と見られるが、新規企業設立については、

スウェーデ、ンも日本も世界的に下位にあり、新規企業が少なくて、老舗の大企業が多い。

新規企業を立ち上げるためのインセンテイブも必要であるが、老舗の大企業がイノベー

テイブであることも大切である。

2001 reform of research councils and policy agenciesにより、イノベーション担当政

府機関としては、基礎研究のためのリサーチカウンセルと、ニーズ、ベースの研究のため

の VINNOVAが重要である。それらを通じ、産学による戦略プロジェクトの推進、地

域クラスター活動の推進、リサーチの国際化(日本との共同研究も推進中)、イノベー

ションリサーチと分析の推進などが行われている。政府、地域機関含め 300の資金支

EAJ Information No.141 /2010年3月 3
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援源がある。

米国の SBIR(SmallBusiness Innovation Research)のような、成長のためのリサーチ

においては、中小企業の能力強化や死の谷を乗り越えさせることなどが重要である。

ビジネスラボやオフィスレント、ビジネスアクセラレーターなども重要である。スウ

ェーデンでは医学部、工学部、ビジネススクールの連携も進んで、おり、また学部

( undergraduate)でも起業に積極的である。尚、スウェーデ、ンではリサーチャ一個人

が知財を保有することになっているが、この点につき議論はある。

スウェーデ、ン大使館で、は様々なミーテイングが行われている。日本の産学とも協力して

いる。スウェーデ、ンの大学とも協力している。これらを通じ、日本においてスウェーデ、

ン勢による研究開発およびビジネス開発を進めると共に、スウェーデ、ンにおいて日本勢

による研究開発およびビジネス開発を進めている。商業化の可能性がある時は、商務部

が参画する。これを東京モデルとしている。

3.スウェーデ‘ンで、何が起ころうとしているか:

研究開発システムが移行期にある。スウェーデ、ンで、は政府が研究資金を支援する、また

大学は多くの競争資金を得ている、更に大学での基礎研究向けに一層多くの資金が投入

される。今後、気候変動やバイオテクノロジー、及びリサーチの国際化に、より多くの

資金が配分される。現在、研究開発システムにつき多くの検討が行われており、大学の

テニュアトラックシステムや、大学向け資金支援システムも見直されている。数の問題

も含むリサーチ資金支援機関の見直しゃ、リサーチの国際化、すなわち小国としてどう

他国と協力して行くかなどの見直しが進められている。今年 11月の研究開発計画を注

目すべきである。

フィンランドやデンマークがスウェーデ、ンに追いついてきており、スウェーデ、ンは何か

しなければならない。それは研究開発資金を増やすことである。党のリーダーや研究開

へ

発担当大臣なども、商業化の可能性の高い分野を挙げ、政府として最大限、研究開発に へ
投資をすべきであると言っている。今年 11月の研究開発計画は GDP比 1%とすべき

か否かの数字よりも、むしろ方向性と哲学を示すこととなろう。スウェーデンは小国故

に、グ、ローパルに考え動かねばならない。

スウェーデ、ンにとっての課題は、国際競争力のある研究開発環境やイノベーション環境

の創造、知識集約型産業での雇用創出、そして知の商業化であるが、ある米国人教授は、

スウェーデ、ンには素晴らしい大学システム、大学での優れた知的価値の創造、また優れ

た商業化能力があると述べている。



~ 

母ヘ

Dr. Karlsson講演資料(改訂版)

以下6ページ---12ページの資料は、2008年8月に Dr.Karlssonが講演で使用された

パワーポイント図面を、本冊子に収録するに際し、同氏のご要望により、一部アップ

デートしていただいたものである。したがってこの 7ページについては、報告書の内

容と多少異なる点があることを付記する。
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アンヂーシュ・カール、ノン
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ウェーデン大使館
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Sweden: Summary 

• Small populat旧n:9 million inhabitants 

• 75 percent 01 R&D by business sector 

• Some 20 firms does > 60% 01 R&D 

• Most public R&D at universities 

• Stable economic condition， high trust level 

• Well educated population 

• Smallest gender gap in the world 

Source: Inno po/icy trend chart 2007 
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Why Scandinavia? 

Outline of talk 

• Sweden & Scandinavia top performers 

• tnnovation system background & Sweden 

• What is around the corner? 
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Linear relation R&D => growth? 
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Innovation Challenge: 
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up with Ihe Mac. IBM was 
spending i1lleasl 100 limes 
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you have， how you're led， and 
how much you gel it 

-Steve Jobs， App1e 

When you innovale， you've got 
10 be prepared (or eνeryone 
telling you you're nuts. 

ーLarryEl1ison. Orac1e 

，--~ 
Tage Er1ander Diaries: 1955-1960， p.26 
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Explaining more! 

• History 01 Swedish Innovation system 

• Benchmarking the innovation system 

• Challenges & Future 

..・

"Saltsj凸badsandan"

• Colllaborative atmosphere 

Labour unions-Industry 

1938・1974

。

• Strong industry -government 

agreement on po1icy goa1s 

.even if social democratic 
govemmenl 

(in power 1932・1976，1982・1991

and 1994・2006) 

。訂.

Timeline of events 
-updale March 2010 
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翌一、
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and their budgets 2006 
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Outline of talk 

• Sweden & Scandinavia top performers 

• Innovation system background & Sweden 

• What is around the corner? 
. Update March 2010 by author! 

Publicly funded R&D 2006・2008

Top 10: 
USA. NO， FIN， FR 醐

high 
DK，SE 
average -high ;咽
UK， NL， DE ! 
average i田

• im 

叩史、…

臨時陶問"凪出札匝，_ 曲~，

開

The budget increase 2009・2012

• Direct grantsー +14 % 
• Strategic areasー +11 % to universities 

. : ~~!:~~，~~t ，~?~~cilト+ 10，5 % 
Infrastructure - + 30 % 

• Research institutes - + 100 % of public funding 
• Innovation offices at universities 
• Innovation bridge -seed funding in early stages 
• Sales tax 
• European Spallation Source -will be in Sweden! 

University funding increases 
with 26.5 % 2009 -2012 

Data:Ministry ofEducation and Rcsearch 

Science & Tethnology制fICe

A boost for 
research 
and innovation 

Swedish Research POlicy 
BilltoParl旧menton Research 
and Innovation (or 2009-2012 

印刷 f品r
10悶kning
侃 hinnovation 

a 

@ 

Publicly funded R&D 2012…--
除、∞mparisonto situabon 2008 

1 % of GDP by public R&D is rearched by 20121 

of Education and Rcscarch 

ありがとうございました!

Th訓 you ⑧

市了@ 凶

anders.karlsson@growthanalysis.se 

Addendum: 
New material added 2010， data from 
Min. Ed. Research (K. Bjelke) 

Swedish Research Council (P. Omling) 
Growth Analysis (しBagerSjogren) 



「フィンランドのイノベーションシステムJ

~フィンランドハイテク産業の成功と連携支援の特徴~

ユッカ・ピータネン博士、

テケ (Te k e s)ーフィンランドテクノロジー・イノベーション資金供給機関

2008年8月 29日於弘済会館

1. フィンランドの国家イノベーションシステムー要点 一

1 )国家イノベーションシステム発展のためのフィンランドのアプローチ

・フィンランドにはイノベーション促進のための政治的コンセンサスと長期的コミットメ

ントがあるが、これは小国である，恩恵でもある。フィンランドには知をベースとする機会

炉 が多くあり、科学技術への資金投入も着実に増加している。常に、フィンランドは教育と

Fヘ

研究開発への投資を増やしてきた。

・フィンランドでは権限構造と権限委任が明確にされている。予算手法も公明正大であり、

資金供給機関の役割も独立的である。

・フィンランドでは先を見越した政策が取られている。フィンランドでは研究開発税額控

除制度を設けていないが、それよりも国家技術プログラムの方が意味がある。フィンラン

ドでは全てが競争的資金であるが、日本では文化の問題もあり競争的資金は、計画の半分

程度しか供給されていないのではなし、かと推測する。

・フィンランドでは、連携とネットワーキングが進んでいる。産学官連携も進んでいる。

フィンランドでは大学の規模が大きくなく、クリテイカルマスとはならないこともあり、

連携が重要なのである。イノベーションシステム関係者間の連携が進んでいる。地域一国

家一国際間の連携も進んでいる。

・フィンランドのイノベーションシステムには、透明性と信頼性がある。一旦失敗すると、

二度と資金を受けられない。

2)新経済成長モデ、ノレー経済成長の要因

-フィンランドの新経済成長モデ、ルでは、経済成長は、教育、研究、そして技術に根ざし

ている。教育、研究、技術が経済成長のエンジンである。

・フィンランドの公的研究開発関係機関

日本と酷似しているが、科学技術政策会議は日本の総合科学技術会議と同じである。教育

省傘下のフィンランドアカデミーは資金供給機関である。テケは雇用・経済省の傘下にあ

り、同傘下のヴイティーティーは産業総合研究所同様、国立研究所である。シストラや

フインプロは基礎研究を担当している。

・フィンランドイノベーションシステム環境下における中心的機関

テケ (Te k e s)は、研究開発を行う全てのグ、ループに対し資金供給を行う。フィンプ

ロは日本のジェトロのような組織である。フィンヴ、ェラやイノフィンやフィンランドアカ
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デミーは基礎研究向けの資金供給を行う。フィンランド産業投資公社はスタートアップ企

業への資金供給を行う。

・イノベーションのための資源と資金

2006年度における、民間による研究開発投資は、 4、109ユーロであった。公的機

関であるテケによる、 2006年度の研究開発資金供給は465ユーロで、これは基礎研

究、応用研究、ビジネス研究開発、ビジネス開発、マーケテイング、及び国際化などへの

資金供給である。公的資金供給機関であるフィンランドアカデミーの、 2006年度の資

金供給は239ユーロであった

・ワールドエゴノミックフォーラムの 2006年リスボンレビューによると、 2006年

度における EU諸国のランキングにおいて、フィンランドはデンマークに次いで、総合2

位であった。イノベーションと研究開発分野では1位、また持続可能な発展においても 1

位であった。

2.国家イノベーション戦略とテケの戦略

1)フィンランドの 2008年イノベーション戦略の骨格

フィンランドは将来、コンピタンスペースの国になることを目標としている。そのため、

ボーダーレスな世界に関する理解や、イノベーションを起こす個人やコミュニティー、シ

ステマティックな考え方、及び需要・ユーザー指向などが重要である。イノベーションに

おけるモーピリテイと魅力も重要。イノベーションを起こす個人やコミュニティーにはパ

ワーがあるが、彼らに対する教育プログラムもフィンランドにはある。イノベーションは

管理可能なシステムであると言える。フィンランドは、プル型のイノベーション、即ちマ

ーケットプル型のイノベーションに弱く、これを今後強化する。

2)テケの戦略上の連携

資金供給機関としてのテケは、全ての関係省庁や公的機関と協力している。戦略に基づき

プログラムが具体的になるには2年かかる。

3)重点分野と方策

次の 5年間におけるフィンランドの重点分野は以下である:クリーンエネルギー、環境、

知識化社会、双方向メディア、インテリジェントシステム・環境、希少資源、福祉と健康、

サービスビジネスとサービスイノベーション。これらの重点分野推進のために重要なこと

は以下である:官民パートナシップ、情報通信技術、顧客ニーズの理解、イノベーション

プロセスの更新、グ、ローバルヴァリューネットワーク。

4)必要とされる横断的能力と技術

戦略的フォーカスは、情報通信、材料、バイオテクノロジー、サービス関連能力、社会関

連能力、ビジネス関連能力である。

3.国家イノベーションサポートメカニズム

へ

へ
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1 )フィンランド国家イノベーションシステムにおける関係組織

知財創出と教育について大学が研究を行い、最高レベルの教育を施す。

資金供給は、フィンランドアカデミーが、基礎研究向け資金供給を行い、テケが

応用研究の資金供給を行う。

イノベーションファンド組織は、シトラ (Sitra)が担当する。

事業化支援は、 フインプロ (Finpro)が、ビジネスサポート、コンサルテイン

グ、及び貿易振興を行う。

2)テケの主要研究開発サポート活動

テケは次のように、研究開発サポートと資金供給の両方を行う:

1. トップレベルの研究開発や国家発展のための選択的ファイナンシング

2.イノベーション世代と企業成長のサポート

3. フィンランドイノベーションシステムの国際化

4. 中小企業起業、成長、成功のための具体的サポート

3)テケ活動のインパクト

テケの活動のインパクトは、輸出拡大、産業・経済ベース拡張、雇用創出、及び福祉向上

などである。

4)テケの技術プログラム

テケの技術プログラムを通じ、テケは、大学や研究所で、の研究プロジェクト、及び企業で

の研究開発プロジェクト向けに、グラント、ローン、資本ローンなどを供給する。

5)新興テクノロジー企業向け資金供与

新興企業立ち上げの早い段階から関与するのが、テケである。テケは、大学での研究成果

を事業化するための特別なファイナンシングを行うのみならず、サービス開発向け資金供

与や、フィージピリテイスタデイ向け資金供与、また研究開発向け資金供与などを行う。

テケは、起業のためのローンも供給する。テケは投資は、行わず、株を保有することもし

ない、それらは他の機関が行う。テケの主たる業務は、研究開発を資金的にサポートする

ことである。但し、研究開発のマーケテイングや法務関係の資金援助は行わない。

4. EU内外での国際連携

1 )欧州技術協力もおけるフィンランド

フィンランドも参加している EU研究開発フレームワークプログラム (500億ユーロ)

が最重要である。

2)研究・技術開発のための EU FP7(2 0 0 7年から 2013年)における主要投資は以

下である:

1 .重点分野(健康、食品、農業、バイオ、情報通信技術、ナノテク、材料、環境、エネ

ルギー他)と手法(共同開発協定書、国際連携他)を含む連携関連に 323億ユーロ、 2.

アイデイア関連に 75億ユーロ、 3.人材関連に47億ユーロ、 4. りサーチインフラや
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中小企業、国際連携などを含む能力強化関連に42億ユーロである。

3)研究からビジネスに至る、テケの国際ネットワーク

テケは、米MIT、Stanford、エネルギー省、日本の NEDOなど多くの国際パートナー

とネットワークを有している。

4)テケの国際パートナー

テケは、技術分野、研究評価分野、国際研究開発連携分野、ビジネス分野、イノベーショ

ン分野において、数多くの国際パートナーを有している。

5.ネットワーキングと連携強化のための国家的サポートのインパクトと成果

1)テケ資金による、大企業(従業員500名以上)、大学、研究所、中小企業聞の研究開

発プロジェクトにおける資金の流れ

5. 5億ユーロのテケビジネス研究開発支援資金の中の 15%、即ち 78百万ユーロが大

企業向け資金支援に充当されている。リスクの大きいプロジェクトもあり、その場合は、 へ
テケが 3分の 1資金供給すると、大企業も動く。そうしないとプロジェクトが動かない場

合がある。具体的には、大学や、公的研究所や、中小企業でのテケ研究開発プロジェクト

に対し、大企業がテケと共に共同ファイナンシングを行なうのである。

2)企業間協力

全イノベーション企業に占める連携企業の割合については、フィンランドは EU諸国中ト

ップであり、フィンランド企業の 70%は、コラボレーション方式で研究開発を進めてい

る。

例:テケのエレクトロニクス・通信プログラムにおける、オウル市ノミートナーとの

地域ネットワーキング等である。

これはテケとパートナ一間のマッチングファンドである。

6.まとめ

1 )イノベーションへのフィンランドの取り組み

①我々の将来は知に依存していると我々は信じる一一従い、我々は、ハイテクイノベ

ーションへの投資を続ける。

②我々は、連携、情報共有、そして透明性の重要性を信じる一一従い、我々は、オー

プンイノベーションモデルとネットワーキングを重視する。オムロンなどが良い例

である。

③ 我々は、政府がイノベーションシステムを組織化する責任があると信じる、しか

し、その後は、政府は、各イノベーション推進者の遂行能力を信頼しなければな

らない。一一従い、我々は、明確な組織構造と資金供給機関の独立性を期待する。

④ 我々は、将来のブレークスルーは領域融合分野で起こると信じる一一従い、我々

は、テケは、研究開発イノベーション戦略を、応用分野をベースに再編した。

へ
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Example: Regional ne伽 orklngwith partners from Oulu clty 
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Jukka Viitanen氏の略歴

(ユッカ・ピータネン}

フィンランド大使館・フィンランド技術庁技術参事官

1966年フィンランド・オウル生まれ.

1990年トウルタ経済経営文学卒.

1998年経済学博士号取得{トウルク経済経営文学}

・ 東京大学社会情報研究所研究員‘フィンランドセンター{東京}所長など
を経て、2∞4年より寝耳10

• 2∞8年2月よりFinNodeJapan (フィンランド・イノベーションセンター)束
家事務所所長重量佳.

・ 専門分野: ICT・バイオ・健康福祉産象等における抜衡の商象化および
国際ビジネス開発、ナショナルイノベーションシステム、地嫌イノベーショ
ンシステムなど.

へ
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第 159回 談話サロン「ベルギーのイノベーション政策の現状J

日時 :2008年 10月30日

場所:弘済会館

講演者:ジュリアン・ゲリエ氏

(欧州連合一駐日欧州委員会代表部)

今日のプレゼンテーションでは、 EUでのイノベーション政策について説明をします。私は元々欧州

委員会の出身で、東京の日欧産業協力センターで、マネージャーをしています。ここはEUレベルでのイ

ノベーション政策を扱っています。

まず、 EUレベルやEUの加盟国などの中で、政策立案者は誰かを説明します。次に、効率性やイノベ

ーションについて行われている評価や研究について説明します。最後に、 2年前に始まったヨーロッパ

全域にわたる新イノベーション戦略について説明します。特に、最近始まったリードマーケットイニシ

アティブと呼ばれるイノベーション政策についてです。

まずは誰が何をしているのかについてです。ヨーロッパではいくつかのレベルの行政があります。 27

の加盟国を持つ EUやその加盟国内の政府があります。最も古いイノベーション政策は加盟国によって

作られてきました。フランス、ベルギー、ドイツ、スウェーデ、ン、フィンランドといった国々です。こ

ういった国々は特に、標準化、斡旋、規定の作成を先導してきました。また、イノベーション支援政策

を行っている地方政府、市レベルの政府やイノベーションに特化した公共団体もあります。 EUで、やっ

ていることは、こういったものを全て補完し、評価を行ってコーディネートし、最良の政策を提案する

ことです。そして、 EUはただ単なる国際組織ではなくて上級レベルの政府なので、法律を作ることも

出来ます。

2001年にはリスボン戦略を発表しました。この目的は、ヨーロッパを 2010年に世界で最も競争力の

ある経済地域とすることでした。 7年が経ちましたが、まだこの目標は達成できていません。しかし、

この政策は非常に多くの政策を含んでいます。その多くはイノベーション政策と関連しています。資料

にあるように、①ヨーロッパを魅力ある投資・事業の場とするために、 4つの目標が示しであります。

圏内市場を拡大する、ヨーロッパ内外の市場を開かれたものにする、ヨーロッパや国の規定を改善する、

炉 リサーチ分野を含むインフラを整備するといったことで‘すo ②成長のための知識とイノベーションに向

けた目標もあります。研究開発への投資を増やす。 ICT(情報通信技術)への理解を深める。産ICTや

イノベーション産業での職を増やす、といったものです。これらがヨーロッパで、のイノベーションを支

援する枠組みです。

イノベーションを促進するための金融支援プログラムとして3つの主なヨーロッパの政策を紹介しま

す。それぞれ、研究開発、企業や産業、地域の発達に関係します。①研究開発の分野では「第 7次研究

枠組み計画Jがあります。 2007年から 13年の間で 540億ユーロの予算がとってあります。特に共同研

究、研究者の育成や移動の促進などを目的としています。②「競争力とイノベーション事業Jは企業や

産業のために直接的に運営されています。 PROINNO Europeなど、たくさんの政策があります。③「構

造基金プログラムJはイノベーション基金ではありません。しかし、実際は 24パーセントにあたる 3080

億ユーロがイノベーションに使われており、ヨーロッパの標準レベルに追いつくように各地域に投資さ

れています。

ヨーロッパには、イノベーションパフォーマンスを計り、 EU内や日本やアメリカ、ウクライナなど

と比較を行っています。 2007年の調査では世界を 4つのカテゴリーに分けました。資料のグラフで緑
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色はスウェーデ、ン、フィンランドなどの最も進んでいる国々です。ヨーロッパの平均値よりずっと高い

です。‘黄色はフランス、ベルギー、オランダ、スペイン、ドイツなどの次に続く国々で、ヨーロッパの

平均値より少し高いです。次は追いつこうとしている国々で、新しい加盟国も含みます。ルクセンブル

グなど、これらの国々は急速に成長しています。ここ 10年か 20年でヨーロッパの平均値を越えること

が予想されています。このことはつまり、フランス、ドイツなどは順位を落とすことを意味します。成

長率が他の国々よりも良くないからです。この調査は、研究開発の構造的な状況、研究開発への投資、

そして研究開発以外の部分も見て評価した結果です。ヨーロッパで、は研究開発を全く行わない企業もあ

るからです。マーケティングイノベーション、オーガナイゼーショナルイノベーションです。また、こ

の指標にはアプリケーションや研究による付加価値、輸出産業での付加価値、知的財産も含まれていま

す。成長率の高い国ではインプット、つまり研究開発への投資と、アウトプット、つまり実際の知的財

産などの結果の聞に大きなギャップがあります。日本と比較すると、ヨーロッパの平均値としては遅れ

ていますが、徐々に追いついてきています。ヨーロツパは商標、デザインなどでは日本の先を行ってい

るものの、研究開発での支出などを見ると依然として大きな差があります。資料にはありませんが、ヨ

ーロッパとアメリカとのギャップは-0.09以下で 差はどんどん縮まってきています。

次にインプットとアウトプットについてです。次の数年の目標は、イノベーション政策からくるアプリ

ケーションの効率性を高めることです。そのことについては、ここ数年のイノベーション政策のリサー

チで行われてきました。 2005年には欧州委員会でイノベーションのリサーチが話し合われました。そ

のときには主に供給ベースのイノベーションでした。今は供給ベースではなく、需要ベースのイノベー

ションに重点が置かれています。

最後に、ブロードベースのイノベーション戦略についてお話します。 2006年に欧州委員会は rputting

knowledge into practice: a broad-based innovation strategy for EuropeJ とし、う新しし、コミュニケー

ションを発表しました。これはこれから数年のイノベーション戦略です。先ほどお話したリスボン戦略

の優先度や目的を基にして作られています。加盟国の動きをコーディネートし、共同組織を立ち上げる

目的もあります。主な前提条件のうちのひとつは教育です。科学技術やイノベーションエンジニアリン

グの分野では、ヨーロッパがアメリカや日本に後れを取っています。市場ではイノベーション・フレン

ドリーを目指しています。そして規制環境+知的財産権などの需要サイドの政策です。戦略の実施につ

へ

いては、我々はこのコミュニケーションを閣僚会議に掛けています。 27の加盟国で競争力を担当する閣 へ
僚が集まっていますo 9つの優先項目を発表しました。①は知的財産権で、 EU全体で有効な特許の促

進を狙っていますo 次②は、規格の統一です。 EU内での特に中小企業に統一規格を使うよう促してい

ます。イノベーションを支援する③公的調達については、欧州委員会からガイドラインが出ています。

多くの公的調達、イノベーション支援政策は製造業に特化しています。サービス産業は国によってはア

ウトプットや雇用の約 80パーセントを占めています。より多くのイノベーションはサービス産業の中

で行われています。我々はより多くの公的調達や支援策をサービス産業のイノベーションに向けるべき

だと考えています。④はジョイント・テクノロジー・イニシアチプで、すo 欧州委員会は医学、ナノエレ

クトロネクス分野でのイニシアチブ、を提案しました。そして、大きな進歩を見せています。⑤リードマ

ーケットについては次にお話します。⑥欧州工科大学も設立が決定し、大きく前進しました。⑦クラス

ターはここ 2年でたくさんのことが行われてきました。ヨーロッパ内のクラスターが互いを良く知り、

連絡や協力をし合える環境になりました。さらに、日欧産業協力センターではEUのクラスターと日本

のクラスターの連携も進めています。実際、昨日は欧州委員会や日本の担当者、両者のクラスターが参

加して会議が行われました。 12月 1日から 3日に掛けては横浜で、 EU-日本クラスターフォーラムが開
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催されます。 70以上のクラスターがヨーロツノミから参加します。既に連携が行われている事例もありま

す。③サービスにおけるイノベーションについては既にお話した通りです。⑨リスクキャヒ。タル市場で

はベンチャーキャピタルによる国境を越えた投資を促します。これらの主な項目の他にも、結束政策や

既にある教育スキーム、リサーチャーの可動性の支援、研究開発への資金援助などによって、 EU内で

のイノベーションを育てようとしています。今後数年間では、サービス産業へのフォーカス、知的財産

権戦略を開発するといったことに注力していく予定です。

これらの方針転換へは、ヨーロッパ内で、のコンセンサスが取れています。需要ベースからユーザーベ

ースのイノベーション政策です。リード・マーケット・イニシアチブ、はその転換の例で、すo 目的は需要

と研究開発のアウトプットの拡大です。 6つの重要なマーケットを対象としています。これらの産業の

イノベーションを促進するために法を整備し、公的調達を支援します。ヨーロッパがこの 6市場で世界

をリードしていくことが目標です。 6市場では需要ベースの政策が特に重要だと考えています。これら

はヨーロッパでは比較的広範囲の市場だからですo 最も成功した会社だけを育てたいわけではなく、競

争を促進しようとしています。まずは、医療の IT化です。医療サービスは支払いシステムの標準化を

目指しています。ヨーロッパなどの高齢化社会では重要です。持続可能な建設は 2番目の分野です。建

F 設物は EU内のエネルギー消費 42パーセントを占めています。そして、 35パ一セントの温室効果ガス

を排出しています。したがって、この分野のイノベーションは非常に大切です。繊維、バイオ製品も選

ばれた市場です。リサイクル産業は急成長しており、 240億ユーロの規模で、 50万人の雇用を生み出し

ています。最後は再生エネルギーです。このイニシアチブの目的は、コストを削減して簡単に市場にア

クセスできるようにすることです。もちろん立法政策はそこに含まれます。欧州委員会、ステークホル

ダー、産業団体、地方自治体なども参画しています。

F、

即効性を持たせるために、優先事項が設定されています。予算を伴わない政策がそうです。追加資金が

必要なし、からです。クイック・スタート・アクティピティは立法が必要ないものです。例えば自己規制、

既に枠組みが設定されている公共調達などがこれに当たります。

最後のスライドは今後の予定です。 EUは既存のイノベーション政策の効率性を EU、加盟国、地域と

いうレベルごとに高めようとしています。コンサルテーションの実施、ガイドラインの設定、必要な立

法の提案などです。結果はリスボン戦略の目標ほどはよくありませんでした。今の成長率だと、 2010

年に世界で最も進んだナレッジベースの社会となることは難しし、からです。しかし、アメリカや日本に

対しても追いつきつつあり、 EU内で協力することにより進歩しています。

く質問>

6つの産業の重点テーマについて見ていると、ヨーロッパがナレッジベースを意識しているのかという

疑問があります。研究開発とものづくりとアプリケーションソフトに分けた場合、日本と比べてどこに

特色があるのでしょうか。また、経済状況が悪い中で、欧州委員会はアジアとの連携をどのように考え

ているのでしょうか。

回答:

まず、 EUと日本との比較についてです。結果が手元にあるので、説明します。 EU外との連携は進ん

でいます。実際、 EUレベルでも、科学技術の連携アグリーメントを各国と結んでおり、日本とも最終

段階まで来ています。このアグリーメントが結ぼれれば、日本の研究者や研究室はヨーロッパの研究プ

ログラムに参加することが可能になります。もちろん、その逆もあります。既にパイロットプログラム

も動いています。日欧産業協力センターではヨーロッパにいる日本人研究者や、日本にいるヨーロッパ
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の研究者のネットワークを作ろうとしています。そして互いの研究者プログラムに参加するように促し

ていきます。

金融危機についてもです。ヨーロッパでは多くの研究は公的なものです。 EUレベルでも地域レベルで

もそうです。あまり民間には頼っていません。日本と比べてヨーロッパが弱し、点は、民間による研究で

す。 80パーセントのイノベーションリサーチは民間企業で行われています。ですから、日本の方が今回

の金融危機では大きなインパクトを受けるでしょう。研究開発に掛けられる資金が減るからです。

最初の質問の、ヨーロッパと日本の比較でいうと、 EUはイノベーションで日本をリードしている部分

もあります。商標やデザインなどです。一方で、科学や工学の分野での大学卒業者という面では、数年

前まではヨーロッパは大きく不足していました。しかし、今は大きく進歩しています。日本とヨーロツ

パのニの分野で差はほぼなくなっています。我々はナレッジベース社会を作るために、人的資源につい

ては大変な努力をしました。他には、ブロードバンドの浸透率でもヨーロッパはリードしています。情

報通信技術での支出、ハイテク製品などでは、まだ日本が大きくリードしています。差は広がっても縮

まってもいません。輸出物を見ると、日本の方がハイテク製品が多くなっています。またヨーロッパの

弱点は民間投資です。差はどんどん広がっています。ヨーロッパとしてはインセンティブを与えて民間

投資を奨励していかなければなりません。

ナレッジクリエーションでは日本は高くランクされています。アプリケーションの分野や知的資源では

ヨーロッパと日本では近い位置にあります。

く質問>

7番目の資料の表(イノベーションの効率性)ついてもう少し説明してください。また、インプットと

アウトプットという言葉についての説明もお願いします。

回答:

日本はインプット、アウトプットの両方で比較的高い位置にあります。フィンランドやデンマークとい

ったヨーロッパで、も最もイノベーションが進んでいる固と閉じくらいの場所です。スウェーデ、ンはもう

少し効率性が高いです。

アウトプットとインプットは効率性を計算するために分けられています。アウトプットはアプリケーシ

へ

ヨンと知的財産です。アプリケーションは、イノベーション産業から GNPに対してどのくらいの付加 へ
価値があったか、輸出の中でイノベーション産業が占める割合などです。知的産業は毎年の特許数など

です。インプットはもっと供給からきている指標です。研究開発にどのくらい投資したか、その中で民

間企業はどれくらいか、科学、工学系の大学を卒業した学生の数などです。多くの国では、アウトプッ

トが努力によって増やせればイノベーションの効率性が上がるという状態にあります。

く質問>

イノベーションについて、全ての産業を含めて考えているのですか。

回答:

はい、全ての産業です。公的調達の多くは製造業に対するものでした。しかし、これらの支援をサービ

ス産業にも向ければ、効率性は上がることになります。そして、研究開発ベースのイノベーションだけ

ではなく、マネージメントやマーケティングなど、研究開発を伴わないイノベーションを奨励するのも

非常に重要です。
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Fヘ

第 159回 談話サロン「ワロン地域に於けるイノベーション政策J

講演者:フィリップ・スイネン氏

(ベルギー王国ワロン地域政府貿易・外国投資振興庁長官)

同じヨーロッパのワロン地域という地域についてなので、先ほどのゲリエ氏の説明と重なる部分もあ

ると思います。今後、リスボン戦略の目標を達成するために、協力していくこともあるでしょう。ゲリ

エ氏がヨーロッパの競争力理事会についておっしゃっていましたが、ベルギーの代表者は地域ごとにロ

ーテーションで出ることになっています。

今日はこの場にお招きくださりありがとうございます。ベルギーのワロン地域についてお話します。

ワロン地域の専門技術、大学の役割、公共団体のイノベーションにおける役割、優先的なアクションプ

ラン、プロジェクトと結果という順でお話しします。

まずは、ワロン地域の紹介をします。ワロン地域はベルギーの地域ですo フランス、ルクセンプ、ルグ、

ドイツ、オランダの近くです。ベルギーのブリュッセルやフランダースが北にあります。物流産業では、

外国企業がワロン地域に配送センターを設置しています。ヨーロッパの 3分の 2の市場に、トラックで

1日で届けられるからです。日本との比較では、北海道と同じような環境です。日本の山はベルギーで

は正のようなものですが。産業については、愛知と同じような活動をしています。人口は四国と閉じく

らいです。日本経済研究センターの調査によると、ベルギーは昨年、潜在的な競争力で世界 7位でした

(日本は 13位)。

GDPと雇用については 1996年から 2007年までの統計です。 GDPの年間平均成長率は 2.21パーセン

トです。 EU平均の 2:.17より若干いいです。一人当たりの GDPは 15，300ユーロから 22，300ユーロに

なり、 45パーセントの上昇です。 53，000のSMEが作られ、 10万以上の雇用が生まれました。

輸出はそれほど難しくはありません。ワロン地域はとても小さい地域で、すぐに他の国々に行けます。

資料に統計を示してありますが、天然ガスは除いています。天然ガスには付加価値をつけずに、ただ輸

送しているだけだからです。この期間の成長率は+8.4パーセントで、ドイツと並んでヨーロッパで最高

になっています。フランダース、フランスに続いて、 EUの比較できる 15カ国は+6.9です。ワロン地

域はこういった競争相手よりは高い位置にあります。 EU15カ国の平均より上を維持することが目標で

す。極東アジアへの輸出は去年、大きく上昇しました。この期間の平均上昇率は 11.3パーセントですo

F ワロン地域の輸出は多様化してきて、ヨーロッパ外へも広がっていますo 産業ごとにみていくと、 3つ

の主要セクターが上位に並んでいます。金属製品がトップです。ワロン地域には重工業の伝統がありま

す。それを多様化していきたいと思っています。技術の発達により、鉄や合金を新たな資源として期待

しています。化学製品も閉じです。薬品類も含まれています。 3番目は電子機器です。

外国投資はこの期間に 50億ユーロでした。 601の新たな経済活動、 13.300の直接雇用が生まれまし

た。ベルギーは外国投資の誘致で、 82カ国中 15位にランクされています。ファイナンシヤルタイムズ紙

では昨年、ヨーロッパの地域の中で、トップ5にランクされました。エコノミスト誌によるとベルギー内

ではワロン地域は最も成長の可能性が高い地域とされています。ベルギーはとても静かな国で、戦争や

争いはなく、文化の多様性の表現があるだけです。

ワロン地域の専門技術についてです。イノベーション産業の主要企業のリストがあります。はじめはラ

イフサイエンスと化学産業です。癌治療、炎症、脳の病気が、競争力をもっ 5分野のうちの 3つのです。

この十分な技術を持つ 5分野に特化することに決めました。 100以上の企業があり、6.000以上の雇用、

29億ユーロの売り上げがありました。味の素、パクスター、世界のワクチン生産をリードしている GSK

バイオロジカルス、ジョンソン&ジョンソンなどです。
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IT・電子産業に移ります。映像、音声、情報処理、データ解析の分野です。ひとつの例はテレビのス

ローモーション再生があります。オリンピックなどで流れるものはワロン地域の技術が使われています。

EVSという会社がこの分野ではトップ企業で、フットボール、サッカー、野球の試合で使われています。

その他に小さな会社もあります。 I-Movixは超スローモーションの技術があり、オリンピックの水泳な

どで勝者を見極めるのにも使われています。グーグルやマイクロソフトの施設もあります。

機械工学も競争力があります。自動車設計、宇宙産業などです。アルカテル、欧州宇宙機関プログラ

ムに参加しているアモス、日本企業のアイゼン、武器製造の FNハースタルといった企業があります。

イノベーション化への鍵は、ゲリエ氏がおっしゃったように、イノベーションは単なる研究開発の問

題だけではなく、企業の姿勢次第ということです。人材、マーケティング、クオリティープロセスとい

ったものも関係してきます。大学の役割です。大学は当然独立しています。ノウハウを産業活動へと転

換することに熱心です。特にワロン地域では教育キャンペーンがあって、それがモチベーションとなっ

ています。人文系の学生が多すぎるため、科学技術の研究は面白いということを、若い学生に伝えてい

ます。このキャンペーンによって、若者に科学者やエンジニアや複雑な技術への専門家になってほしい

のです。芸術家やスポーツ選手よりも高い認知を得られる場合もあります。理系のキャリアに対しての

アドバンテージがあるわけです。そして、大学は国際的な研究も行っていますo 結束基金からのサポー

トもあります。一般的な農業政策よりも上位に位置付けられていて、多くの予算が取ってあります。二

つの例が示してあります。 C02のレートなどを計測しているもの、 C02削減に関するものなどです。

科学関連の出版です。ワロン地域ではデ、ンマーク、オランダの次にランクされています。また、科学

分野の中でもライフサイエンスが過半数を占めています。

イノベーションや研究開発のプロセスについてです。まず、大学の研究室で開発します。もちろん政府

や民間の場合もあります。それを潜在的な技術へと転換します。大学関連の部門が行います。そして、

3番目はスピンオフされた企業を設立します。大学関連のファンドが支援することもあります。このプ

ロセスでも成功するためには、ビジネス感覚のある科学者がいることです。どのように企業を作って資

金を集めるか、リスクをどうとるかが重要です。次の資料には成功例がいくつか示してあります。ライ

フサイエンス産業、航空産業、 IT関連など多分野に渡っていますo

公共団体の役割です。公共団体はコーチやパートナーとなります。あくまでもイノベーションを促進

へ

する役割にとどめるのが我々の哲学です。資金調達やクラスタ一泊して行います。そしてヨーロッパ へ
レベルのプログラムへのアクセスを容易にし、教育機関に適切な環境を作ります。ヨーロッパレベルの

プログラムにアクセスするために、我々は小さなグループを作り、ヨーロッパの枠組みと研究開発との

リンクを作っていますo このグループは民間企業から人材を集めて、良い結果を出そうとしています。

インターナショナルリサーチを促進するために、もちろん研究員は外国に行かなければなりません。大

学も互いのプログラムにアクセスできるように交流しています。国際的なチームで行うことで、多様な

専門技術が取り入れられまし、現実をより正確に捉えてプログラムを進めることができます。これを促

進するため、労働許可やビザの制度を簡素化しました。

過去 2年間、優先的なアクションプランを実行してきました。これは 4年間のプログラムで 15億ユ

ーロの予算があります。 5つの優先事項があります。まずは、研究開発とイノベーションを押し上げる

こと。そして、 5分野におけるノウハウで競争力をつけること。競争力は私がゴールデントライアング

ルと呼んでいる、 3グ、ループの人々が一緒に働くことによって作られます。同じ母体を持つo つまりプ

ロジェクトを作って国際的な諮問機関に諮ります。そして、 5分野は全て科学です。航空学と宇宙学、

機械工学、農業・食品、物流、ライフサイエンスです。 トライアングルとは、 SMEを含む企業、大学
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やリサーチセンターなどの研究開発セクター、そしてトレーニングオフィス、エージェンシーなどの訓

練機関です。 3つ目は税を減らすことです。 4つ目は起業を促進すること。 5番目は仕事のスキルを上

げること。

基礎研究の資金についてです。 4年間に1.000万ユーロがありました。 600の奨学金もありました。

ノウハウプログラムもありました。基礎から応用の聞の研究に特化した大学への資金援助です。ネオア

ンジオというプロジェクトが例です。がん治療関連のものです。 3大学が協力しました。機能的ゲノム

を通して治療するターゲットや症状の特徴を特定する CIBLESというプログラムができました。GSK、

UCB、Euroscreenという 3つの国際的な製薬会社がスポンサーとなりました。これは、基礎研究から

産業活動へとどのように移行するかのいい例でした。

エネルギー分野での例もあります。家庭でのエネルギー効率についての 7つのプロジェクトが、 300万

ユーロを集めました。再生エネルギーの 6プロジェクトは 240万ユーロ、燃料電池の 3プロジェクトは

290万ユーロでした。スヒ。ンオフプロセスの効率性も大切です。産業から要望があって既にある教育機

関で実現した応用研究プロジェクトの資金調達ツーノレ。国際的な研究開発の協力プログラムの奨励によ

って、この優先プランの枠組みを確認できます。

どんなプロジェクトに資金を出すかについてです。まずはイノベーションでなければなりません。そ

して、国際的な見通しがなければなりません。私の機関では全てのプロジェクトについてアドバイスを

しなければならなし、からです。これらのプロジェクトでは、企業、大学、研究開発機関が協力します。

2008年2月にはエネルギー効率についての新しいプロジェクトがありました。予算は4200万ユーロで、

C02の削減や太陽エネルギーなどが含まれました。そして、このリストの 5セクターがワロン地域での

優先プランで競争力があるものです。

研究開発の公的融資です。 2005年はワロン地域での研究開発の支出のうち 30パーセントが公的機関

からの資金でした。ヨーロッパの標準から考えると高い数字ではありません。薬学が最も高い位置にあ

ります。

ワロン地域での研究開発の公的機関の予算です。最初の行は、ワロン政府が過去 3年に研究開発に費

やした費用です。 2行目はベルギ一連邦政府で、すo例えば、宇宙関連の調査はベルギー政府の担当で、す。

去年、ベルギー連邦政府はワロンに 1億 1，600万ユーロを費やしました。次の行は予算です。ワロン地

F 域の研究開発は 3.4/{一セントの GDPに当たります。日本よりは少し下がりますがほぼ同じです。欧

州委員会の目標は 2010年に 3パーセントにすることです。ですから、我々はいい数字を出していると

いえます。

ワロン地域の競争力クラスターの開発への公的融資です。優先プランの 4年間で 2億 8，000万ユーロ

の予算がありました。 5つのノウハウ分野に関わりました。そして、セクターやプロセスごとの金額が

示してあります。

次は、プロジェクト事例です。ナノテクノロジーのもので、 NANOCOMPOでは 21のパートナーが

研究開発センターや大学から集まりました。他にも THIXOやTHIXOといったプロジェクトがありま

した。 SKYWINは航空学、宇宙学の競争力クラスターです。 3つの系統があります。他には、 MINT

プロジェクトなどがあります。これらはハイレベルのテクノロジーです。

競争的クラスターは、 84プロジェクトが行われており、 500近くの組織が関わっています。 1億 9000

万ユーロの公的融資があり、 5，800の質の高い雇用を生み出しました。目的は、グローパルな環境を作

ることです。イノベーションはグローパルなプロセスだからです。既存の資源を使ったもの、新たな資

源、を作るもの、そして、新たな構造の運用も含みます。こうして基礎から応用までの研究開発を行いま
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す。地域や国の中、または国際的なプロジェクトを関連付けます。そして教育機関でのノウハウを研究

開発機関、大企業、 SEMの間でどう共有するか。

イノベーションプロセスはグローパルプロセスで、発明からアプリケーションへの流れです。成功し

ている企業や地域は次のようなことをしています。戦略を実行する方法としてイノベーションを活用し

ています。環境や資源、目的によって適切なイノベーションを選らばなければなりません。フレキシプ

ルである必要があります。イノベーションはチームやネットワークで行うものだということを理解しな

ければなりません。チームやネットワークについては日本の企業から学べることも多いでしょう。チャ

ンスを見つけて短期間で、取捨選択する必要があります。ときにはうまく行きそうもないものを途中で止

める勇気も必要です。

次のスライドではワロン地域の創造性を見ていただけると思います。 2人のノーベル賞受賞者がいま

す。化学と物理です。俳優、コミックなど多様です。ジャスティーン・エナンはテニス選手で、今は引

退して会社を設立しています。サックスはワロン地域でサックスという名の人によって作られました。

ありがとうございました。

く質問〉

ワロン地域のケースは特別だと思いますが、他の地域はどうでしょうか。

回答:

ワロン地域は特別なケースと見ることもできます。フランス政府の決定の 6ヵ月後に競争力クラスター

を作ることを決めました。競争力クラスターという考え方がヨーロッパで、そんなに広まっているかは分

かりません。クラスターはたくさんありますが、それらはプロセスという視点から作られています。例

えば、ただ単に市場の見通しを共有するためだけで、技術協力はないのです。ですから、競争力クラス

ターはとてもグローパルで、す。ワロン地域の特徴は、競争力クラスターに新たな資金調達の方法をもた

らしたということでしょうか。フランスは違います。フランスの政策では、既存の資金を回すという方

法を取っています。フランス人に言わせると、ワロン地域の方が動きが速いということです。世界にた

くさんのクラスターがありますが、ワロン地域の方がより包括的といえるでしょう。

く質問〉

前の質問に関連します。今日はワロン地域のことをお話し頂きましたが、ベルギーの他の地域、例えば

フランダースやブリュッセルなどはどうでしょうか。閉じような状況ですか。

回答:

質問ありがとうございます。ベルギーはとても静かな国で、平和です。多様性があることが付加価値に

繋がっていますo フランデレン地域の政策は同じではありません。彼らはインスティテュートを作る政

策を取っています。物流や超小型電子技術のインスティテュートがあります。優先順位はインスティテ

ュートを作ることにあって、企業はそれほど近い位置にはありません。これはワロン地域との違いです。

ブリュッセルも非常に競争力の高い地域で、す。ブリュッセルはヨーロッパ全体の首都にもなり得る都市

です。サービス業の経済です。これがベルギーの各地域の特徴で、すo
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く質問>

「イノベーションはチームやネットワークで作られるJという言葉がありました。その意味では日本は

強いです。しかし、日本人が考えるイノベーションは少し違います。イノベーションはプロセスではな

く、革命のような社会を変えるための何かアイディアでなければならないと考えています。日本は単一

の文化です。チームや枠組みの中でも、文化の違いが新たなアイディアを生むと思います。こういった

イノベーションの捉え方について、どうお考えですか。

回答:

これは研究開発よりはマネージメントに関する質問ですね。大きな目的は変化です。企業では安全が必

要です。もし企業が変化しなければ、こうした安全、安定はあり得ません。ですから、現状から少し距

離をとって、予測しなければならないのです。 20年から 50年後に何があるか。そしてその中で一緒に

何ができるかを考えなければなりません。進化よりも速いスピードが必要です。変化は必要です。矛盾

に聞こえますが、変化があってこそ、人々や企業は安全で安定した状態になるのです。常に新たなアイ

ディアを学び、自身を評価するプロセスにいなければなりません。変化する意志がなければ同じところ

に留まり、結果的には敗者となってしまうでしょう。勝者は常に、変化しようとして、ネットワークし

て世界中で新たなアイディアやパートナーを探すでしょう。将来、日本とヨーロッパはこのような考え

を共有できると思います。組織やマネージメントを変えることは難しいものです。ある種の説得する機

関が必要です。自分のチームや周りに変化の必要性を説明しなければなりません。これは哲学的な話か

もしれませんが、私は信じています。この金融危機が終わった後、もっとネットワーキングや外国市場

を見渡すことに積極的にならなければなりません。

(ゲリエ氏)

多様性がイノベーションを作り出すという考えには賛成します。この考えの下、私たちは研究者のヨー

ロッパ内や日本での交流を進めています。若いエンジニアを呼んで日本の企業で働いてもらっています。

その逆もあります。彼らは新しくて異なったアイディアを持ってきます。それによって、ホスト国で市

場に送れるようなイノベーションが生まれるのです。昨年のブレーキの会社での事例があります。ブレ

ーキですからとても高い技術というわけではありません。そこにイタリアからのエンジニアがやってき

F ました。異なったアイデ、イアを持ってきて、新たなデザインを提案したのです。ブレーキの構造の中に

穴をあけたのです。日本のエンジニアはやったことがないアイディアでしたが、これにより構造が補強

されることになりました。これは一例ですが、異なったアイディアを持ったエンジニアたちの交流を、

もっと増やしていく必要はあると思います。

く質問〉

ご存知のように、日本ではたくさんのクラスターがあります。私はこのクラスターの目的は、学術的な

研究を産業界にどんどん送り出すことだと思っています。しかし、 10年や 15年もの長いスパンで、考え

ると、教授たちは学術的なことよりも産業のことを考えて活動します。そういったことは、あまりいい

ことではないように思えます。学術的、あるいは基礎的な研究に欠けることになるからです。この私の

意見についてどう思われますか。

回答:

正しいと思います。そういった問題があるから、ワロン地域では他よりも優れているものに特化してい

るのです。 45分野なんかではなく、 5分野です。これに集中します。そうすれば、大学から出た若者が

EA] Information No.141 /2010年3月 31



すぐに働くことができます。大学側も何を教えたらいかが分かりますから、学生に十分な技術をつける

ことができます。優先度の問題だと思います。また、研究開発がイノベーションの唯一の手段ではあり

ません。輸出企業の例をお話しました。おそらく 20年後には WTOや欧州委員会が、国際的な活動に

対する金銭的なインセンティブを止める方向に進むと思います。ですからパートナーを探すことが大切

なのです。ワロン地域でも国際的なネットワーキングを優先に考えてきました。世界中に 5つのオフィ

スも構えて様々な情報を発信しています。東京にも我々の代表者がいます。ネットワークができれば国

際化ができて、新たな機会も持てます。これが我々の哲学です。

<質問>

教育の問題についてです。ベルギーで、は十分な若者が自然科学やエンジニアリングを学んで、います。し

かし、日本ではこういった分野を学ぶ学生が減っています。優秀な若者を科学や工学の世界に惹きつけ

るのに、何が最も効果的なインセンティブとなるのでしょうか。

回答:

重要な質問です。 2つの活動が考えられます。まずはコミュニケーションです。まずはテレビやラジオ

などのメディアです。起業やスピンオフ、海外投資家の誘致、ヨーロッパのプログラムの導入など、ポ

ジティブ、なニュースを大々的に報じることです。もちろん難しいです。メディアはこういったニュース

を発信することに熱心ではないかもしれません。ですから、ある種の説得力を持たせなければなりませ

ん。 2つ目は例を見せることです。私たちはワロンの経営者連盟と協力しています。起業家を学校に送

って、どのように働いているかを見せるのです。このような2つの要素を取り入れるといいと思います。

そして、バランスを取ることが必要です。今まで、私たちのところでは社会科学系の学生が理系の 5倍

もいました。ゆっくりですが変わってきています。この状況では経済を刺激する機関を作ることにしま

した。目的は、若者に企業の大切さを教えています。確かに難しいです。私たちが成功しているとは言

えませんが、正しい方向には向かっているとは思います。
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Mcmbcr Slalcs 加盟国

• Natlonal govemment5. lndud附9standardlsahon， pubhc procurement and 
regulat。可。rganisahons 10冨aeuq.国【短絡公間開通立:剖

• Regional govemments， e.tles ett 地方8.司自治体

・ Innovshon and reglonal agencles イノペ-~ヨン・聞や地層.関

Europcan Commission initiativcs陸州聾且会的取聞み

• COmplemenllOg natlonal inltl3ltves 国レベルの"・・d砂金州R開 o

EU Icgislation EUの11!島

• Council of MinistersφEuropean Par1tament (based 00 proposals from the 
Commission) 
:a:偲IJ・会・ 欧州閥会《欧州lI!s合のl星演にもとづいて)

7'• Framcwork Programmo for R&D 第7次研究枠組み肘圏

8udget 54 billion euro (2007・13)予算 5-10憧ユーロ
向 CUS00 Indust吋 陀levan四 Inrescan出∞lIabo団 11005，resear'由erlraiOlng and 
府四blhlV.rcscarch日 Ipa白hcs
兵問研究‘罰究者自膏民tや格動.回究S号制、シティーにお吋ゐ産.と四個理性拘置視

Compctitivcncss and Innovation Programmc 蝕争力とイノベーシヨン事案

Budg剖 3.6blllion euro (2007・13)予.36憧ユーロ
Innovation PRO INNO Europe. Europe INNOVA 

Structural Fund programmcs 構造益金プログラム

Budg剖 308bllhon euro (2∞7.13) 予震 3.080壇ユーロ
In同時'_Ionas _!I ~non~.. _aro_~~?4判 的白崎川 plannl吋
イノベーションを量彊90.U!UtO)I!圃では24判恒星

• Tho Innovation gap bctwcon Japan and the EU Is de町、~asing， but without 
a clear trcnd 
日E抑制"のイノペーシ羽ン・ギャップ1.嫌っているが.ほっ曾りした傾向ゆみられ似い

• Tho gap can bc largcly oxpllJincd by thc Japan superior pcrfom抽 ncoIn: 

ギャップの主昼図11.以下の"野に俗けるaヨ院の"パフ零ーマンスによる

-Exponditu同 inbusiness R&O a曲による興&0の亥凶

-ICT cxpenditu問 '"・通信総闘への支出 。ω
-Lc刊Is0' ter1iary cduealton ~‘"f刊のレベル ~ω 。。凶

~偽

~'" 
~，。

~η 

-Number 0' US and tri:Jdic ~t(l nts 

ァJI)"および三曾間1，u1の鎗

気回復副 担治 団・四，

EA] Information No.141 /2010年3月 33



I一一一
| 、一一つ

34 

告

。 り;I 

Innovation efficier、cy= 
イノベーションの銑率性

Maximising 以下を量スにする

|lnp山 M 件

|(imw刷。ndlivers: knowl叫 e
Cfea首。n;Innovation &. 
enttepreneurship) 

ilOutputsアウトプット
-ω 一七千 (Applicalions + InteJlecl岨 IP，叩etty)・・.... .. ..・ ・~ .姐・tO.，. 0" 

L一一一一一一一 Inputs 

Challcngc: higher innovation input (supply引 dC)d同 snot aut開lali~lIy Icad t。
highcr innovation output加時間jobsctcト50what is happcning? 
> Are we lacking dcmand for innovative goods and sc刊に目?

食恐イノベーンヨン インブッHI民飴側}の""舎が必ずしもイノペ-:.--~ンアウトプッH庖mtlス1;ど}につ与がっ
てい伝い.どうしてか.イノペーティブf.;:Ulやサーピスに対可rQ..が不足しているのか.

Preconditions 前狸量件

Education般禽

Markets市鳴

Regulato叩 environmen1φIPR 綬闘国境+間的財産櫨

Supply sidc policies !終結サイド田政鎗

Researct、funding 研究賞金

Innovalion 5UppO門 イノペーンヨン王!I

Training and skills研修とスキル

Oemand side policies ..ザイド司E揖

• Lead markets iniliative リードマーケットイニシアチブ

• Aim: to foster自思呈!lS!for同 S伺同hand innov3tloo intensive goods，日刊ic目

。rtechnological solutions 

• with • high growth p。担ntial，in Europe and globally 

• whe問 EUindust可 candcyclop compet川崎 adv3ntageto lead in global 

ma向 ets

th.t問 qUI同 actionby the public scctor (as rcgulator， customcr or facilitatoけ

• Priority givcn 10 mcasu問 sin 恒且詮lati旦n.~.andardisation_ labclling， 
鐙且盟主坐並n.and P....Y.且!!c_p_!包些堕盟皇旦

目的 EU白星家田中で.世界市禍におけるMφ橿位性壬生み出す可佐性豊持ち.官によるアクション

によって.さらに高い成墨田可能住をもっ研究，イノベーション量祖国の担品.サービス.住岡ソリュー

ション四畳J!を坦過する.tl.lt..混血.主三企認n公的鋼連における施貨を面先する.

Communication -“Putting knowlcdgc into p悶 ct・CC:a broad~bascd innovation 

st問 tegyfor Europe" (September 2006) 

2006年9月に欧州葺員会がコミュニケーシヨン.p川匂ngknowfcdge into p，actice: a bfoad.based 
innovo)tion s同 tegyfor EUlope・を祭器E

-Rcsponding 10 a requcst from the Mcmber Statcs ;Jnd the 2006“Ah。
report -C同 atingan Innovativc Europc": thc EU necds m。問 innovation

friendly-m町 ketsilnd 何回問、ulatcdcmand 

加盟国の聾盟と尊門司官ずルーフによるAhoレポート(Crealingan lnnovativc Europe)への盃寄ー

EUI:.よりイノヘーンヨンフレンドリ-f.j.市唱と需要町剖車が必聾

-Supports Member States National Refonn programmes of the Lisb町、
Stratcgy 

リスボノ阻岨における加盟国レベルのブロヴラム司王国

Actions 01 thc剖同tcgy:

1. Intel除-clualPropcrty Rights 
"的，，&崎

2. St3nd;udIsab刷、
，.槍の銚-

3. Public p代目 urcmc川
公銅図通

4‘. Joint Tcchnol司円，，/Initiatives
~~...:，.，.. 刊Jロジー 4仁三日刊

5. Lcad markcts リードマーケヲ令

6. ~uropca~ Institulc 01 Technok>gy 
隠州エIU:;:!p'

7. Clustcrs クラス'ー

8. Innov.1ti刷、加 50向島ccs
ザーゼスに針。，るイノペーも，通ν

9. Risk c.1Dit.'l1町、...rkcts
リ>?'与マピ，ル創価喝

Othcr: 
Edu臼 lionsystems 
依育制11

L3bour m3rkct for rcSC3目 hc間
続究舎のた仰の労働市鳴

Knowledge t悶 nsfcr
鈎胞の!J1i

Cohcsion凹 licy
結束a環

St.aIO aid and I.n: inccntivos 
国軍捕耐とa・4毎週

Oigital pro山由.日開k;田 .nd
busi同 日m吋 els
デジタル製品.サービスービジネスモデル

On December 2007. Ihe Commis副 onadopled Ihe LMI: 

2007~事担11. 世州畳員会がLM l iIl!B.~tltR

• Communicalion: policy approach and fjrst round 01 6 markels 
コミ"ニケ}放置アプローチと軍ーラウンド田6市場

• Annex 1: action plans for each of thcse 6 markcts (timeline up to 

3・5yca市)
付属書1:これら6市唱ごと田アクンヨンプラン(3・5'1'計画}

-Annex 11: background papcr 
付属.11筒畳

日嗣

Websile: lIec.europa.eu/enterprise/leadmarkeVleadmarket.htm 



. I>-Heallh (1lI値目ITft.O相抽出):

国"'"姐"'"・... ・e・l・・a岡 崎h町時""・ond・""""輔
• Sustainablo construction (時阻司低俗盟12): 

impt'ove-d energy elfide同 y.叩凶凶lion01附 wmaterials and mOfC: sustalnabk!開。-duclion
何回目開S

Protectivo tc"tIIos (岨組)・
Inleligenl per田川Iclolhing and equipment 

• Bio・basedproducts (， (イオ輯晶):

00'吋回dproducls de巾edhom biomass， Ulcludmg renewa~e mDte同 1.

• Recycling (リサイクル):
1<chnω。gJeS.and prcx:e$$u 01 W3$te p.oducts of同 1$and electr・，.νe・eclrorucw田 10

• Renewab/c Enorgics (再生エネルギード

糊 nd田加.bぬmaSS，b附gas，geothermal， W副e. t~l.hydf叩σwe'

Priority givcn to non-budgotary moasurcs 
予算を伴わ拡い施震を優先

Quick.start activities 

ヲイッヲ・スヲートアヲティピティ

Transparency in communication with MS 

加盟国とのコミュニケーシヨンの透明性

• EP.lndu剖 ryCommittee: timclino TBC 
欧州組会直a豊員会{日担未定】

• Mid・tormroview in 2009 
中間レピュ-2009!f. 

• Final rcpo同 around2011・2012
量飾レポート 2011-2012f:芋予定

ド

Mcmbcr States:加盟国

• European Council， Compatitivcnoss Council. EPG (Rcncc Bcrgkamp)， 
and other possiblc cxpcrt groups. A ncw EPG・subgroup 00 
Innovation policy with tocus 00 LMI h3S bccn foundod.師団 tmcctlng 
in Scptcmbcrl Octobcr 
世州理・会.闘争力哩$会.廊門軍グループ

St:andardisation， public procu同 mont3nd同 gulato可。rganis3tions，
組織.公的調理.立法園間

Stakcholdc悶:8usinc田 町gani~tion s. NGOs 
ス予ータホルダー車集団体.NGO

But aJso: trade unions. insuranco companies， regional and Jocal 

authorities， VC. European Tcchnology Platforms etc. 
さらに.労.組合.理蹟会社.地方自治体.ベンチャーキャピタル.
ID:州テクノロジープラットホーム."

1，&91.白且旦旦立法

E附叩Ie:in eHea附 anaction will be the Qdoplion of Ihe Re∞mmendat刷、。neHea附
inte時田市b，1町
個'.H問問れの{加盟国聞に白ける}掴互興行可嶋住に闘する凪告(Recommendabon)由IIIR

Stand旦虚注量並!!..l些~旦且J里且盟主盛並B 組織. ラベル.Illll
E回 mple.愉蜘。 basedp，oducts an aet崎町W副belaun曲目nga mandate 10 CEN凶 0"・b"'"
山 nda，dsl1abels畑 speCifieb側t).based阿岡国1s

明.同定由パイオ担品に関するIII格由制定吾位州IIU・1ヒ彊員会(CEN)へ摺示

E且国民且盟主旦rcment公的調達
Example: a cal 10 es阻b刷 、anetw制 kof pubhc procurers of the lead ma，kct 8，cas (goi司
beyond 'nnolher han品。ok')
倒 リードマーケットの封象分野における公的Illl宥のホットワーク段立町堕踊

NQTE that funding instrumcnts aro not a key element 01 tho LMI. although 

they can support complomontary activltio副
'Jードマーケットイニシアチブで1:.晶童手段が中心では'.いことに定量

-_.府内.. 

hllp:llec.europa.cu/entorp同se

h110・IIw吻.w.trendcha同.0(0

www.clustcrobscrvatorv.eu 

h悦0・11愉仰帆N.curOOC'lnnova.oro
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Innovation in Belgium -Wa!lonia: 
Preparing for Tomorrow 
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Macro-E，∞nomy of Wallonia: 

GDP and employm聞 t

During the period 1996-2007: 

。WalloniaGDP has grown on ave悶 geata悶te

of 2.21 % per year (EU27 gro'叫h=2.17%)

。GDP/capitashows a prl句 ression加 m15，300E 

to 22，300 ~ (+45%) 

o 53，000 SMEs have been created 

o Employment c陪 ation:>100，000 
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MaCIO-Economy 01 W剖lonIa

Evolution 01 Expo同stoFaトEastAsia 

Value in 弘 chaogeflom 叫 0110101
mdlion euros prevlous year WoOoon Cll'poIIS 

2000 708.2 +38% 2.7 

2回 1 725.5 +2.5% 2.7 

2伺 2 865.3 叶 9% 3.1 

2伺 3 916.7 '5.9% l.l 

200‘ S拍 9 -3・ゐ 2.9 

2回§ 991.9 +11% 32 

20叫 1.030.7 '3.9'lゐ 3 
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o 601 new economic activities 
。13，300direcl employment created 

s....・ A.・x
。s.句ωmi$ ranked numbe， 15th oul of目印刷"例目嗣lefms0' ant'.曲叫V

IOfFOI 
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Innovative Industrial Network 

life Sciences and Chemicals 

cancer I(eatment. innammallon， braln dlseases 

仲間m刷。 Ufes碑 n情 事 官ct... I 
8axter .__ I 

Numb町。1.附elpfl日 s. >100 I GSK邸01091回 15， ..."，... .， "...."_.. -，.. I 
Johns。叫Johnson. Em向 menl 時脚 I 
L.Oreal， ____ _ _ _. . I 
PflZer， ~H制ue$2回7. ε29b幽嶋崎 E 
Solvay. 
UCB 

Wy的 435
cAJINOMOTO、J

Macro-Economy 01 Walloma 

Major Export Sectors to Far-East A剖a

s・dω l ‘d.医師咽畑町"09酬ロ叩η

剛凶例制凶t・ I 27.' 

c.槍冊健訓，，~初0(.\1 I 25.4 

.. ・e出 山 崎・何時酋制比四岬同附 I ，.・

向泊絹 副 陥 刷 I .。
F制'"脳同省噌-・M・9伺 1 ・2

$相、..<胴'IWII.C:.，..，棺・u咽e・.. -岬 I " 

u・-由釘咽..... 剖..-勉 I '.5 

Sourc.A..・肺 6・.，

Wallonia Expertise 

Innovative Industrial Network 

IT and Electronics 

lmage. sound and Informauon lre副mentand data m剛 ng

evs.曾・・_".・......... 砂何賢治相....，割目ftentOYlnOG~骨髄鋼岡田"

一

震翌
《日pela.
EVS. 
I-Movix， 

G009le， 
Microsoft. 一馴… Co '81ヒ
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Innovative Industrial Network 

Mochanlcal Englneering (automotive. aeronautics.aorospaco) 

CAE，opti国 .newmatena1.nhd lgdh epgredsim mach1ni.nm 由。 '111I 
testing， cJean proputsion， and designJengincering， including ci 
englOeenng 

Alcatel， Mechanical engineeling cector: 
Amos. Numbe， of enterpri時事 >200

AGFN W r凹HEneu同pmr1poaelp.• u1sim. Em例。yment >22，邸周

JTEKT， R刷 enues2曲 7: 亜日bl摘。帥

SLiaemge teSdpI ace Center • 

竺44b閥
. 

Techspace Aero， .. 

FRANCORCHAM円

Role of Universities 

ト一一一一一一一一

Scientific Publications 

A_剛山 '"臨調-
，""UM問 》 ... 略'tt"，1IO

"慎n司q司 PwIO.ooop 

W血吋・ 5.11 『・5・

-嶋.... -・0 ." 
"'""'"咽 ‘，...， 12・

|ニ | " 
。刷噌明断‘ ‘.l2 " 
r~町四・ ， . .， 1"， 

‘副 .." ，，，. 

"'"佃.. 柑M噌包 ‘ .. ".・
‘ .. 3.11 .n 

(U15 ..・ ... 
....，・ rRNS
'N骨相唱叫官加崎司..・e曲...勧.u伊句F薗咽骨骨
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Why  can we  pride ourselves 

on  this situation? 

The key lies in “innovalion" and 

how 10 make easier ils development 

It∞n偶 mseve旬。ne:universities， high 5出∞1$.the ir、dustrialw。柑andpoliti田

Universities 

。Itis not only出eI'number 81、dthe diseiplinc thallh町 covcrIhot maners 

。Inde阿 nde問 e

。T岡田f.r肋eirknow.h刷

。F.刊 urmo舗抽出n

。Inlernationalresearch 

。pio同町ing

......... 布留語、"'"旬開胃

同紙回..3回開 m，a1N前副"...... 凧 S哨 u，句団

"韓国酬附輔制吋..-回向田畑'pC02) 
相田v・~'
民s‘.. 語・・""'"曽調..ω.、.IPCCR・po<唱。刷c.... ・!t.ChM喝"

|ロ::!?…… 」

Patent and Spin-Off 

|Oevelopment in a unive時 ity I ，aD 

ぷ五戸両~
Ev副u.n。肉and

11JrJJ Fund sour国 S

• Universlty reliJled fund 
.G叫
• Industriaf (J.V)， 

Inωbalion space糊 th
adequate equipments 



F 

F 

Our success stories ! 

Annual Spin-。何Creationin Belgium: 25 
Sp恥 0符釘宮鍋ionin Wa!lonia: 

/--一一~ /--ー--.......... 

Eur司gentec ¥， I Samtech ¥ I Nanocyl ¥. 
HR:3∞ 1 [ HR:2∞j( HR: 30 i 

"， Age: 30 years // 勾畑:20拘踊ノ¥， Age: 6 years .1 
'-.__ー____./ ''-.__一一_...-/ 、、----一__.，.-〆

Role of the Public Sector 

。Facilitatesinnovation Ihrough financing and dustering 

programmes 

。Facilitatesaα出1)55to European programmes 

。ProvidesIhe right environment to academic institutions 

The Economic Policy: 

Walloon Region 

。TheWalloon Region has同p加nenteda "Priority Adion Plan" 

o Time span: 2006-2側施

。Globalbuc!get: E 1.5 bn (247 bn JPY) 

。5priorilies: 

。BoostR&D and innovation 

。Crealecompeliliv昔nessclusters in live sedors of inlensive 

know・how

。Reduce∞rporatetaxes 

。Slimulate以Isinessstart-ups 

o Generate job skills 

Role of the Public Sector in Innovation 

一一一一

Facilitate Intemational Research 

。Co!labor軍首ononR&D 

。Researchersfrom Belgium golng abroad 

。Foreignresearchers joinlng Belgian institutions 

W制11pennit and visa proωdures are simplifled 

Resea岡市8rsonly: 

Delivery of visa under Cons叫arAuthority

and without yωrkpennitl 

Promotion of R&D and Innovation 

。 l 何nar制ngoffur叫amen凶同時町ch(EtOm筋。IISd~加g4years・ 600

副司h。陶rSII情的

。I・M ・how"programme I 
。(fundlngωunlvc同総伺t・spc儲伽@側同館a誠司凶柵叩伽n由mcnt剖朗d

IIPP恥delagcel 

。|E岡田陣:時間ngio-帥耐帥:dtocancer首四回附

3 un耐er釧袷s∞l陥borateωgather.TOday，由。聞聡archhas脂d旬 a

progrsmmc callcd "CIBLES"， lhat陥刷協曲師pcu世e包明也 IInd

clag帥蛸渇世lroughfunctionlll ge悶官同.明咽pro知d踊旬倒閣問dby伽四

回定me暗。nalph町ma偶:1$悦剖∞mpani蝿:GSK， UCB and E闘。酎苫鴨札

EA] Information No，141 /2010年3月 39



40 

Promotion of R&D and Innovation 

。|加畑蜘lre協 d陥 Dpr叩 IImmes，抑制拘in蜘 鵬 明 制d. i 

7programm曲 rclatedto energy efflci朗 cyIn I祖国el101dsl1a帽 becn
世間同渇dup to 3 milion 011'伺

6pr吋edsrelll恰dtororMn帽b胎energ闘I1avebecn倫祖n曲 d叩 t02.4
a嘩晶田18<岨08

3pr申縄 問111旬d初 fucl関目51111'帽 becn田Ic鳴 d1100 fuOOcd叩旬2.9
mi!1刷 側 関

。」加仰棚町胸間.ete

。同酬仰制帽抽叩向叩開明叫抑制肺冊←」

Fuli$edine融崎市 acadcmiofacil耐iC8

。|:んム・4にお……=…・叩山…

Public funding for R&D 

。In2∞5，the public sector linanωd 30% ofto凶 R&D

expenditures undertaken In Wallonia 

哨 icl司W畦reamong0肋ersperfonned by the following 

sectors : 

。Pharmacy:34% 

。Chemistry:12.5% 

。Aerospaω:5.6%

。ITand eledronlcs: 4.7% 

。Metallurgyand steel related: 4.7% 

Strategy in numbers: 

Publlc Fundlng for仙eDev唖lopmentof tho Walloon 

Competltlveneaa Clus旬ra

。Abudget of 280 million euros (46，200 million JPY) 0帽 r4years 

(20(路・2創陶}

。Devotedto the development of 5 kn脚 -h抑 制 傷

。Varioust∞Isare developed: 

。120mil. euros for R畠D

。55mil. curos for profoぉionaltraining 

。50mil. euros for asset development 

。45mil. euros for infrastructure and equipment 

。10mil. euros for internaUonal development 

5 secto問。fknow-how:

philosophy 

。ωndlngof projects 

。thatare innovative 

。thatprovide Internatlonal vlslbllity 

o and In川t凶∞mpanies，unlversities and R&D projects 

∞l励。rata

。Fぬruary2008: a nl附 proj同ettender on eneraveffici回目

Budget: 42 mlllio明euros

projects reiated ωzero・唱mi制。nC02 production， CCS. n側

ge隅飽tion0' 50lar ene喝yaroinvolved… 

叩 S

LogistぬS，
Agro・，food，
Aeronautics and Space， 
Me出anicaJEngineering 

Evolution of Public Budget in R&D 

20C眉

W曲聞包陥目白崎両 132.1醐.植田

ZI，1鴨川 a可

刷町幽踊個別宵験柚41'岨3 4・Z.3%)

F圃拍咽晶岨酔I~ 102.8"幽創S蝿

叩S祖師1."町

4咽帽鐘開駒....'"・......，..， (-3，7'刷

T剖allIudiJot :1$1.7圃..岨，国

:18，126何岨.

4・圃祖錨・nlro冊 F・ψ幅u・ I~'III 

，圃B

..ofG脚附“嗣同 :I.s 

品開嗣・‘dGOP
3'"‘ 

2園施

目隠岬.柑冒

ZZ.4咽開IM，JI可

(+，.崎

110m耐l_薗

惜，150岨 S吋

4崎.5'帥

2岨嗣a.副館圃

岨.s曲師乱』町

t叫嶋F

u鴨

3.5'‘ 

s .... 淘:CI'S-E.....圃酬d輔 POI蜘周置相暗舗@刷2OOtI.咽METl

2007 

'輔副輔鴨

23，1閣岨，JI可

4・E・帥

ntlmil._ 

噛，1岨聴..JI'吋

t喝.'111

量蝿....副膚蝿

岨 A曲帥1."吋

t・4鴫 E

~，・-

3.8司

「函函函aTroa句:Obj叫 ve'"ωIn伺蹴R&Dlnve蜘 lentup to 3% of GDP In 2010 

Some pr吋ects

9'J~誼墨里
|銭控臨鯨山岡崎……
|倒閣制帥胤

81'1'胴w・
D刷噛有田剛司101酌・e富酔冊・lIdirV臨何帽Iogy耐帥帽

|…叩開札
IZpor加問，_whI由fNH暫1IlII，U切....
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へ

へ



Results of the Walioon 

Competitiveness Clusters 
Projects (2) 

日 |。84proiects a市 unde附 ay I 
。Involvingclose to 5∞。叩ani凶 ions I 
。RepresentingE 190 millions of public funding I 
。Leading加thecrealion of 5，8∞jobs of high qualily I 

制'tW闘"'.悼a・~~・・ :
嗣 .-剛h
愉e・・関岬句酬
制加'・・9・"'"馳同開d・--・-
_， 
".......・輸酬@匂側眠れん0・~s祖....CUl. PepiIa. u..ø. lJ・'"
。，輔句"・‘..・・a・・・m・同・W刊以・"'~・向嶋岨....... 甑納町司・"

[;…一一…。蜘岨甲醐・・...陶.....・・酬・a凶醐・動......~・申富田

ln Conclusion 

Innovatlon process = a global process 

from Inventlon 10 appllcatlon 

Create a Global Environment 

Su∞essful∞mpanieslregions are those lhat 

。Innovateas a mean 10 fulfill a stralegy 

。Pick-<Jpadequate innovalion reg町dingone's 

environment， re田 ur曲 sandob拘dives

。UnderslandIhat innovalion is 9町、eraledby leams and 

間tworI<s

o Havelhe田 pacityto d剖ectop岡山nities，lisl Ihem， 

国 racterisethem， evaluale and implement... And als。
toint田町ptapr司ect

Innovation i5 a global pro曲目

from 6invention" or detedion of a good idoa， 
Ihrough Ihe 9副heringof周回urces

up to the∞ncrete implementation 01叩 pli国 陶悶

The帥 Jicies∞innovauon∞ve問 。 i

o Fundamentallo applied R&D I ・R句 ional，nalional and inlema回開Iproiects I ・A国 dem厄institutions，R&D田附田.陥喝e∞m同 niesand SMEi， 
同h-Ie曲目dorsrelated to由。凶slingknow-how of刷 H句 崎川

Thank you for your attention 
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